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彙
　
　
報

○
開
講
科
目
（
二
〇
一
二
年
度
）

 

【
全
学
教
育
科
目
】 

＊
印
は
他
講
座
教
員
と
の
共
同
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業

古
典
の
世
界
「
中
国
古
典
の
世
界
」︵
前
期
︶ 

竹＊

　
村
　
教
　
授

 

【
文
学
部
・
学
科
共
通
科
目
】

文
学
基
礎
︵
前
期
︶ 

竹＊

　
村
　
教
　
授

コ
ア
セ
ミ
ナ
ー
︵
前
期
︶ 

竹＊

　
村
　
教
　
授

中
国
語
︵
中
級
︶
Ⅲ
Ⅳ
・
中
国
語
初
歩
Ⅰ
Ⅱ

 

︵
九
州
産
業
大
学
︶
呉 

紅
華 

教
　
授

中
国
語
会
話
Ⅰ
Ⅱ
・
中
国
語
作
文
Ⅰ
Ⅱ 

杜
　
　
　
教
　
師

中
国
語
科
指
導
法
Ⅰ
︵
後
期
︶

 

︵
北
九
州
市
立
大
学
︶
平
田
直
子
准
教
授

 

【
文
学
部
・
中
文
講
座
科
目
】

講
義
　
中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究 

竹
　
村
　
教
　
授

演
習
　﹃
東
周
列
国
志
﹄
演
習 

竹
　
村
　
教
　
授

演
習
　
杜
詩
講
読
Ⅰ
Ⅱ 

︵
梅
光
学
院
大
学
︶
中
尾
健
一
郎
准
教
授

演
習
　
古
代
詩
文
選
読 

杜
　
　
　
教
　
師

演
習
　
中
国
文
学
研
究
法 

杜
　
　
　
教
　
師

演
習
　
中
国
語
文
法
研
究 

︵
言
語
文
化
研
究
院
︶
西
　
山
　
准
教
授

集
中
講
義
　
上
古
漢
語
の
音
韻
に
関
す
る
諸
問
題
︵
後
期
︶

 

︵
放
送
大
学
︶
宮
本
　
徹
　
准
教
授

彙　
　

報

 

【
人
文
科
学
府
】　

講
義
　
中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究 

竹
　
村
　
教
　
授

演
習
　
王
昭
君
文
学
史
研
究 

竹
　
村
　
教
　
授

演
習
　
杜
詩
研
究
Ⅰ
Ⅱ 

︵
梅
光
学
院
大
学
︶
中
尾
健
一
郎
准
教
授

演
習
　
中
国
文
学
研
究
法 

杜
　
　
　
教
　
師

論
文
指
導
　
中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

竹
　
村
　
教
　
授

○
学
位
論
文

 

︵
二
〇
一
二
年
三
月
学
位
取
得
︶

蕉
園
女
流
詩
人
研
究 

︹
修
士
︵
文
学
︶︺
李
　
　
　
　
　
恬

李
白
詩
に
お
け
る
笛 

︹
学
士
︺
矢
　
原
　
千
　
裕

妲
己
妖
変
考 

︹
学
士
︺
神
　
代
　
さ
お
り

身
体
接
触
描
写
か
ら
見
た
﹃
紅
楼
夢
﹄
林
黛
玉
考

 

︹
学
士
︺
古
　
賀
　
文
　
也

中
国
古
典
文
学
に
お
け
る
曲
水
の
宴 

︹
学
士
︺
新
　
谷
　
香
　
織

現
代
女
流
作
家
梅
娘
の
女
性
観
に
つ
い
て

 

︹
学
士
︺
深
　
町
　
麻
　
未

櫻
花
と
日
中
文
人
交
流 

︹
学
士
︺
本
　
田
　
　
　
悠

 

︵
二
〇
一
二
年
九
月
学
位
取
得
︶

﹃
藝
文
類
聚
﹄
を
中
心
と
し
た
唐
代
勅
撰
類
書
の
研
究

 

︹
博
士
︵
文
学
︶
甲
︺
大
　
渕
　
貴
　
之

﹃
日
本
雑
事
詩
﹄
に
見
る
黄
遵
憲
の
日
本
体
験

 

︹
学
士
︺
西
　
村
　
紗
　
理
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中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
一
号

○
中
国
文
藝
座
談
会

第
二
五
七
回
︵
二
〇
一
二
年
二
月
四
日
︶
於
四
階
会
議
室

﹃
史
記
﹄
に
お
け
る
項
羽
と
劉
邦
像 

大
　
平
　
倫
　
嵩

陶
晶
孫
の
福
岡
滞
在
と
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
会

 

幸
　
島
　
光
　
義

「
風
景
」 

の
発
見
以
前
︱
中
国
伝
統
小
説
の
場
合
︱

 

中
里
見
　
　
　
敬

敦
煌
変
文
に
お
け
る
近
称
指
示
詞
の
諸
相 

西
　
山
　
　
　
猛

第
二
五
八
回
︵
二
〇
一
二
年
三
月
三
日
︶
於
四
階
会
議
室

中
国
文
学
に
お
け
る
子
女
描
写 

金
　
見
　
正
　
悟

中
国
初
学
教
育
に
お
け
る
﹃
千
字
文
﹄ 

吉
　
田
　
光
　
一

明
代
文
人
の
交
友
︱
王
世
貞
と
李
攀
龍
の
書
簡
を
中
心
に
︱

 
土
　
屋
　
育
　
子

三
国
戯
中
関
羽
的
称
謂 
戚
　
　
　
世
　
雋

第
二
五
九
回
︵
二
〇
一
二
年
四
月
二
十
八
日
︶
於
教
育
学
部
一
階
会
議
室

胡
応
麟
の
小
説
蒐
集
︱ ﹃
捜
神
記
﹄
を
手
が
か
り
に
︱

 

雁
　
木
　
　
　
誠

蕉
園
詩
社
の
成
立
に
つ
い
て 

李
　
　
　
　
　
恬

蘇
軾
父
子
と
和
陶
詩 

原
　
田
　
　
　
愛

元
朝
統
治
下
の
劉
辰
翁 

奥
　
野
　
新
太
郎

第
二
六
〇
回
︵
二
〇
一
二
年
八
月
四
日
︶
於
四
階
会
議
室

武
周
革
命
と
洛
陽
の
詩
歌 

種
　
村
　
由
季
子

楊
万
里
と
周
必
大 

李
　
　
　
　
　
祥

清
末
民
初
に
お
け
る
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
移
入
と
日
本

 

︱
陳
景
韓
訳
「
食
人
会
」
を
例
と
し
て
︱ 

梁
　
　
　
　
　
艶

文
人
尺
牘
か
ら
書
簡
体
文
学
へ
︱
周
作
人
の
場
合
︱

 

呉
　
　
　
紅
　
華

第
二
六
一
回
︵
二
〇
一
二
年
九
月
十
五
日
︶
於
四
階
会
議
室

崔
令
欽
の
「
教
坊
記
」
製
作
に
つ
い
て 

劉
　
　
　
　
　
潔

元
稹
「
連
昌
宮
詞
」
と
そ
の
故
地 

長
谷
川
　
真
　
史

留
学
時
期
に
お
け
る
草
野
心
平
の
詩
風
と
徐
玉
諾

 

裴
　
　
　
　
　
亮

第
二
六
二
回
︵
二
〇
一
二
年
十
一
月
十
七
日
︶
於
四
階
会
議
室

謝
霊
運
の
文
学
創
作
を
支
え
た
も
の

 

︱ 「
山
居
賦
」
と
そ
の
自
注
を
中
心
に
︱ 

東
　
　
　
美
　
緒

﹃
封
神
演
義
﹄
の
「
鍾
伯
敬
」
評
に
つ
い
て 

岩
　
崎
　
華
奈
子

歐 

陽
脩
新
発
見
書
簡
の
特
色
に
つ
い
て

 
 

 

︱
新
発
見
書
簡
35
「
又
︵
與
孫
威
敏
公
︶」︑
42
「
與
劉
侍
讀
」︑

69
「
與
杜
郎
中
」︑
70
「
又
︵
與
杜
郎
中
︶」
の
四
篇
と
通
行
本

書
簡
と
の
重
複
内
容
に
着
目
し
て
︱ 

東
　
　
　
英
　
寿

○
他
学
会
・
研
究
会
で
の
発
表
（
九
大
中
文
室
生
の
み
掲
載
）

＊
第
六
〇
回
九
州
中
国
学
会
大
会
発
表

 
︵
二
〇
一
二
年
五
月
十
二
日
～
十
三
日
︑
於
福
岡
教
育
大
学
︶

明
代
に
お
け
る ﹃
捜
神
記
﹄ の
刊
行
と
胡
応
麟 

雁
　
木
　
　
　
誠

清
初
に
お
け
る
女
流
文
学
結
社
の
成
立

 

︱
蕉
園
詩
社
を
中
心
と
し
て
︱ 

李
　
　
　
　
　
恬
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彙
　
　
報

林
羅
山
﹃
聖
蹟
図
説
諺
解
﹄
に
記
録
が
残
る
明
・
鄧
棨
の
跋
に
つ

い
て 

竹
　
村
　
則
　
行

＊
第
十
六
回
宋
代
文
学
研
究
談
話
会
発
表

 

︵
二
〇
一
二
年
五
月
十
九
日
︑
於
九
州
大
学
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
︶

宋
元
交
替
と
劉
辰
翁 

奥
　
野
　
新
太
郎

陸
游
と
﹃
世
説
新
語
﹄ 

甲
　
斐
　
雄
　
一

蘇
軾
没
後
の
蘇
門
│
「
和
陶
詩
」
へ
の
意
識
を
中
心
に
︱

 

原
　
田
　
　
　
愛

＊
第
二
十
八
回
全
国
漢
文
教
育
学
会
大
会
発
表

 

︵
二
〇
一
二
年
五
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日
︑
於
福
岡
大
学
︶

白
居
易
の
新
楽
府
「
母
別
子
」
を
め
ぐ
っ
て

 

︱
中
国
古
典
詩
に
お
け
る
母
と
子
︱ 

奥
　
野
　
新
太
郎

＊
第
六
十
四
回
日
本
中
国
学
会
大
会
発
表

 

︵
二
〇
一
二
年
十
月
六
日
～
七
日
︑
於
大
阪
市
立
大
学
︶

中
唐
に
お
け
る
連
昌
宮
の
荒
廃
と
元
稹 

長
谷
川
　
真
　
史

○
会
員
消
息
（
事
務
局
把
握
分
の
み
）

戚
　
　
世
雋 

 

四
月
︑
九
州
大
学
招
聘
外
国
人
教
師
の
任
期
を
満
了

し
︑
中
山
大
学
中
文
系
に
帰
任
︒

杜
　
　
暁
勤 
 

四
月
︑
九
州
大
学
招
聘
外
国
人
教
師
と
し
て
︑
北
京

大
学
中
文
系
よ
り
着
任
︒

福
永
　
美
佳 

 

四
月
︑
尚
絅
大
学
文
化
言
語
学
部
准
教
授
に
着
任
︒

陳
　
　
　
翀 

 

四
月
︑
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
に
着

任
︒

○
会
員
近
著
（
事
務
局
把
握
分
の
み
）

東
　
英
寿
・
秋
吉
　
收
編
著

 

﹃
異
文
化
を
超
え
て
︱
〝
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
〟
再
考
﹄

 

︵
花
書
院
︑
二
〇
一
一
年
十
二
月
︶

謝
冕
著
・
岩
佐
昌
暲
編
訳
﹃
中
国
現
代
詩
の
歩
み
﹄

 

︵
中
国
書
店
︑
二
〇
一
二
年
三
月
︶

牧
角
悦
子

 

﹃
詩
経
・
楚
辞
︵
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
中
国
の
古
典
︶﹄

 

︵
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
︑
二
〇
一
二
年
三
月
︶

静
永
　
健
・
川
平
敏
文
編

 

﹃
東
ア
ジ
ア
の
短
詩
形
文
学
：
俳
句
・
時
調
・
漢
詩
﹄

 

︵
勉
誠
出
版
︑
二
〇
一
二
年
五
月
︶

静
永
　
健
﹃
唐
詩
推
敲
︱
唐
詩
研
究
の
た
め
の
四
つ
の
視
点
﹄

 

︵
研
文
出
版
︑
二
〇
一
二
年
十
月
︶

中
尾
健
一
郎
﹃
古
都
洛
陽
と
唐
宋
文
人
﹄

 

︵
汲
古
書
院
︑
二
〇
一
二
年
十
月
︶
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中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
一
号

編 

集 

後 

記

本
年
五
月
︑
大
震
災
に
よ
っ
て
延
期
さ
れ
て
い
た
我
が
九
州
大
学

百
周
年
記
念
の
諸
行
事
が
行
わ
れ
た
︒
目
下
︑
大
学
諸
部
局
で
は

﹃
九
州
大
学
百
年
史
﹄
の
た
め
の
各
部
局
史
の
執
筆
が
行
わ
れ
て
い

る
︒
当
中
国
文
学
研
究
室
に
お
い
て
も
「
近
五
〇
年
の
中
文
研
究
室

史
」
を
纏
め
る
べ
く
︑
竹
村
教
授
を
チ
ー
フ
と
し
て
「
九
大
中
文
文

書
室
」
を
立
ち
上
げ
て
諸
資
料
の
収
集
と
整
理
を
行
っ
て
い
る
︒
研

究
室
の
諸
行
事
︑
ま
た
当
九
大
中
国
文
学
会
の
活
動
で
あ
る
中
国
文

藝
座
談
会
に
つ
い
て
︑
ス
ナ
ッ
プ
写
真
等
を
お
持
ち
の
方
は
︑
研
究

室
ま
で
ご
一
方
く
だ
さ
い
︒

さ
て
本
年
は
我
が
九
大
中
文
の
〝
生
み
の
親
〟
そ
し
て
〝
育
て
の

親
〟
と
申
す
べ
き
目
加
田
誠
先
生
︑
そ
し
て
岡
村
繁
先
生
に
つ
い
て
︑

記
念
す
べ
き
行
事
が
あ
っ
た
︒

ま
ず
岡
村
繁
先
生
に
つ
い
て
は
︑
東
方
学
会
の
機
関
誌
﹃
東
方
學
﹄

第
百
四
十
二
輯
︵
平
成
二
十
四
年
七
月
発
行
︶
に
「
學
問
の
思
い
出

︱
岡
村
繁
博
士
を
圍
ん
で
︱
」
が
掲
載
さ
れ
た
︒
冒
頭
に
先
生
の
お

元
気
な
近
影
と
︑
入
木
三
分
︑
ま
こ
と
に
鮮
や
か
な
先
生
の
題
字
で

始
ま
る
対
談
集
は
︑
当
研
究
室
に
お
い
て
も
誠
に
記
念
と
な
る
一
篇

で
あ
る
︒

ま
た
目
加
田
誠
先
生
に
つ
い
て
は
︑
そ
の
ご
蔵
書
が
大
野
城
市
に

一
括
寄
贈
さ
れ
︑
現
在
そ
の
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
七
月

二
十
一
日
の
西
日
本
新
聞
朝
刊
福
岡
都
市
圏
版
に
紹
介
さ
れ
た

︵「〝
宝
の
山
〟
目
加
田
文
庫
に
光
　
一
万
数
千
冊
　
研
究
者
夫
妻
遺

族
が
寄
贈
　
大
野
城
市
が
目
録
作
成
中
」︶︒
当
研
究
室
の
院
生
お
よ

び
専
門
研
究
員
も
︑
目
加
田
先
生
の
高
足
松
崎
治
之
先
生
の
ご
紹
介

に
よ
っ
て
︑
こ
の
夏
よ
り
そ
の
中
国
書
関
係
の
目
録
作
成
や
整
理
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
︑
目
加
田
誠
先
生
・
さ
く
を
先
生

の
ご
蔵
書
が
「
目
加
田
文
庫
」
と
し
て
︑
新
た
に
大
野
城
市
の
文
化

遺
産
と
し
て
保
存
管
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
︑
我
々
に
と
っ
て
も
有

り
難
い
こ
と
で
あ
る
︒
整
理
作
業
の
際
︑
幾
つ
か
の
本
の
中
に
鉛
筆

で
書
か
れ
た
目
加
田
先
生
の
端
正
な
書
き
込
み
が
目
に
と
留
ま
っ

た
︒
先
生
の
学
問
の
息
吹
き
を
感
じ
る
思
い
が
し
た
︒

 

︵
静
永
記
︶




